
 

報告  
 

ボストン訪問報告 
（第 3回論文賞副賞） 

 
横川 綾子 A 

 
「グローバル人材育成教育研究」第 3巻第 2号に掲載の実践報告[1]に対し、第 3回
論文賞をいただき、副賞として 2017年 11月にボストンを訪れる機会に恵まれた。
関係各位の多大なるご理解とご協力のおかげで今回の訪問が実現したことに、この

場を借りて深謝するとともに、本報告の執筆を通じて、筆者が得たグローバル体験

を共有する機会をいただいたことを大変光栄に思う。 
 

 

【主な行程】 

11月23日（木）18:30  
JAL 8便にて成田発、同日17:05ボストン着 

11月24日（金）13:00 
ボストン交響楽団「ピアノ協奏曲第１番（ベートー

ヴェン）／交響曲第4番（ブルックナー）」鑑賞 
場所：Symphony Hall 

11月25日（土）13:30 
ボストン・バレエ団「くるみ割り人形」鑑賞 
場所：Boston Opera House 

11月26日（日）10:00 
ハーバード大学下見 
場所：Harvard University・Harvard Square周辺 

11月27日（月）13:00 
ハーバード大学サマースクール関係者と会談 
場所：Harvard Division of Continuing Education 

11月28日（火）10:00 
ノースイースタン大学社会人文学部政治学科

Thomas Vicino教授と面会 
場所：Northeastern University 

11月28日（火）18:30 
近藤信之氏らと会食 
場所：Moooo, The Beacon XV Hotel  

11月29日（水）12:30 
JAL 7便にてボストン発、翌日16:00成田着 

 

１ ボストンという街

ボストンは、アメリカ北東部マサチューセッツ州の

州都で、歴史と現代が融合する港町である。マサチュ

ーセッツ工科大学やハーバード大学といった世界有数

のトップユニバーシティを擁する学術都市であり、文

化・芸術活動も盛んである一方、大リーグのボストン・

レッドソックスのお膝元で、世界有数の金融センター

でもある。こうした街の多面性に加え、地下鉄等の公 
------------------------------------------------ 

A: 明治大学国際連携機構 

共交通機関が発達しており、治安も比較的良いことか

ら、観光地や留学先として人気がある。 

ボストンに長期滞在するなら、自転車があると便利

だ。道路はおおむね平坦だし、市内を南北に分けるよ

うに流れるチャールズ川に架かる橋も、気軽に行き来

できる。ちなみに今回の宿泊先は、チャールズ川北側

のケンブリッジにした（写真1）。地下鉄の最寄り駅か
ら2マイルはあったが、旅先での運動不足解消のため
ホテルのシャトルバスは使わず、歩くことにしていた。 

 

 
写真1 川に面した部屋からは日の出が見える 

 
ボストンは 2016年 8月に続く再訪だったが、筆者
が到着したThanksgiving Dayからホリデーシーズン
に突入した初冬の街には、異なる趣があった。タクシ

ードライバーにBlack Friday（感謝祭翌日の金曜日に
クリスマスセールが始まり小売店が大きく黒字になる

ことから名付けられた）に話題を振ると、「仕事が終わ

ったらセールが始まる深夜0時に店に並ぶ」とのこと
だった。ボストン交響楽団の演奏会で隣席となった女

性は、「オーケストラ（1階席）に空席があるなんてや
っぱり感謝祭の週末ね」と言っていた。ちなみに彼女

は、84歳の今でも毎月のように車でSymphony Hall
（写真2）に駆けつける長年のBSOファンだ。高齢の
女性が着席に手間取る様子を優しく見守りながら、「年

を取るって嫌ねぇ」と茶目っ気たっぷりに話しかけて

くれたのが、会話のきっかけだった。 

 

 
写真2 ボストン交響楽団の本拠地Symphony Hall 

 
今回の旅は大学訪問を主な目的としていたが、裏テ

ーマは「芸術から知るボストン」だった。海外の一人

旅で、安全かつ有益に時間を使う方法の1つが、暗く
ならないうちに宿に戻れる昼間の観劇であることも、

その理由だ。演奏会とバレエのチケットは、ウェブサ

イトから事前購入して現地でピックアップしたが、こ

れが至極便利だった。特に、演奏会のチケットは、希

望する座席をクリックすると席からの眺めを写真で確

認できるため、購入を即決できた。一見さんが多く、

現地語に不慣れな観光客にとって便利なこうした機能

は、「おもてなし」として見習うところが多い。 
ボストン・バレエ団による「くるみ割り人形」は、

例年、感謝祭の翌日から年末まで上演される（写真3）。
開幕初日の主役である「金平糖の精」は、アジア人初

の最高位ダンサーである倉永美沙さんが今年も演じた。

筆者が観た2日目昼の部では、澤井玲奈さんが「花の
精」のリードダンサーを務めていた。体格や容姿で不

利とされるバレエ界において、グローバルに活躍する

日本人ダンサーが少なくないことは大変誇らしい。 
 

 

写真3 オペラハウス近くの大通りに掲揚される 
「くるみ割り人形」の広告 

 
 一人旅で苦労するのが、食事の場所だ。日本と違い、

女性のおひとりさまなど、アメリカのレストランでは

ほとんど見かけない。とはいえ、ボストンに来たら食

べておきたい料理はクラムチャウダー（写真4）、飲ん
でおきたいビールはサミュエル・アダムスで、その 2
つを制覇する方法を考えた。検索エンジンを駆使して

出した結論が、ホテルから徒歩圏内のLEAGAL SEA 
FOODS Kendall Square[2]でのランチだった。 

 
写真4 クラムチャウダーにはクラッカーが付く 

 

 レストランに行ったのは日曜の昼だったが、店はそ

こそこ客で埋まっていた。すぐ近くのマサチューセッ

ツ工科大学の学生と思われる男女3人組、品の良い高
齢の紳士2人、若いカップル、家族連れなど、客層も
様々だ。筆者のテーブルについたウエイターは感じの

良い青年で、ガールフレンドのインターンシップ先で

あるボストンに帯同し、博士課程入学前の自由時間を

アルバイトしながら過ごしているとのことだった。 

 

２ 大学訪問 

2.1 ハーバード大学 

1 つめの訪問先は、ハーバード大学サマースクール
のオフィス（写真5）である。勤務先の明治大学では、
同大学のサマーコースへの学生派遣を計画しており、

付属の明治高等学校も高校生向けのサマープログラム

に関心があるとのことで、その関係者3名と約1時間
にわたり会談し、情報交換した。 

 

 
写真5 ハーバード大学サマースクールのオフィス 

    があるDivision of Continuing Education 

 
世界中の秀才が目指す狭き門のハーバード大学だが、

サマースクールは Open admission（誰でも申し込め
る）が売りだそうだ。ただし、それなりの選考基準は

あり、英語を母語としない場合は、TOEFL iBT 100+
あるいは IELTS 7.5+が必須だ。とはいえ、このスコア
があれば、ハーバードのエッセンスを体感でき、共に

成長できる生涯の仲間に出会えるのだから、若い人は

果敢にチャレンジしてほしい。ちなみに、サマーコー

スはオンライン履修が可能で年齢制限もないことから、

筆者も受講を勧められた。プログラム内容は、同大学

のウェブサイト[3]に詳しい。 
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2.2 ノースイースタン大学 

チャールズ川を挟んで北にハーバード大学、南にノ

ースイースタン大学がある。明治大学政治経済学部に

はノースイースタン大学との長い交流の歴史があり、

その縁で今回の訪問が実現した。毎年5月には米国か
ら約30名の学生が来日して明治大学で講義を受け、8
月には明治大学の学生が渡米してノースイースタン大

学で講義を受ける。Dialogue of Civilization[4]と題され

た本プログラムを担当され、夏には受け入れ側として

講義を担当くださるThomas Vicino教授を訪ね、ボス
トンの街を一望できるオフィスで1時間ほどお話を伺
った。Vicino教授のオフィスがある建物は地下鉄の駅
（写真6）の向かいにあり、アクセスも申し分ない。 
 

 
写真6 地下鉄 Orange Lineの Ruggles駅 

 
Vicino教授とは、短期の海外派遣プログラムをいか
に成功させるかを中心に話が進み、多くの示唆をいた

だいた。Dialogue of Civilizationは、日本だけでなく
様々な国で実施しているそうだが、渡航前セッション

をかなり丁寧に行っている印象を受けた。出発4か月
前の1月から毎月参加者を集め、プログラム内容の説
明から現地滞在のシミュレーションまで、グループ・

ダイナミクスの醸成を促す、実践的な事前研修を充実

させている。また、海外滞在中は週に3回ほどテーマ
を与え、ブログ記事のようなミニエッセイを書かせて

いるとのことだ。インプットとアウトプットを循環さ

せ、主体的な学びを支える工夫が施されている。 
日本の学生が留学前に身に着けるべき英語力につい

てVicino教授に伺ったところ、生活面・学業面ともに
Asking for help（助けを求める）を可能にする語学力
とマインドが必要とのことだった。加えて、自国と留

学先の講義スタイルや、期待される成果物の違いを理

解しておくことも重要である、と指摘された。講義や

課題はボーリングのような個人競技、対話やディベー

トは対抗戦のテニス、ディスカッションやプロジェク

トは団体競技のサッカーというように、学びの形が違

えば、求められるコミュニケーションの手法も異なる。

「基本的にはやりながら学んでいくしかないが、知識

として知っていると順応が速い」とVicino教授は仰っ
ていたが、筆者も全く同感である。特に、短期留学の

場合は、環境に適応するまでの時間の猶予が限られる

ため、より練られた事前研修が必要だろうと思う。 

３ 近藤氏らとの会食 

 論文賞副賞のスポンサーである近藤信之氏（写真7）
が、滞在最終日の夜に会食を催してくださった。JAL
ボストン支店長の遅塚周太郎氏、ディレクターのブラ

ザース真理子氏を交えた歓談は深夜まで続き、思い出

に残る楽しい夜となった。 

 

 
写真7 近藤氏（右）とレストランMooooにて 

 

近藤氏と親しくお話しさせていただく機会は今回が

初めてだったが、同氏が米国社会の第一線で長く活躍

されている理由が、筆者なりに理解できたように思う。

Product differentiation（製品の差別化）というキーワ
ードで表現されていたが、他者と自分との違いを自覚

し、その違いを「強み」に変えるべく、戦略的に時間・

労力・資金を投資しながら、ご自身で道を切り拓いて

きた結果が、今のお立場なのだろう。加えて、近藤氏

の言葉の端々に感じられる、何事も「面白い！」と捉

える陽転思考と適度な楽観主義も、不確実な時代を生

きるグローバル人材には重要な資質だと思った。 

 会食に先立ち、近藤氏が出資している「頑固一徹ラ

ーメン」[5]を表敬訪問した。地下鉄Green Line支線の
Coolidge Corner駅から徒歩 3分ほどの至便な場所に
あり、筆者が入店した際に席は7割ほど埋まっていた
が、店を出た昼過ぎには 10 人前後が外で待っていた
（写真8）。近藤氏の故郷でもある北海道の「西山製麺」
から生麺を空輸、チャーシューにもこだわっており、

店長のKenさんは商品開発に余念がない。ボストンの
有力紙 The Bostin Globeでも度々取り上げられるな
ど、開店から2年余りですっかり地元に根付いている
ようだ。アメリカにいながらジャパニーズ・スタンダ

ードの美味しい札幌ラーメンを堪能した。 
 

 
写真8 昼時はすぐ行列が出来る「頑固一徹ラーメン」 

 

JALボストン支店長の遅塚氏（写真9）には、翌朝
のローガン国際空港で大変お世話になった。快適なラ

ウンジを使わせていただいたり、手荷物検査から入国

審査を経て搭乗口までエスコートくださったりと、通

常ではあり得ない VIP待遇でのお見送りに感激した。
遅塚氏は支店長に着任されて1年半だそうだが、現地
スタッフの力を引き出すマネジメントを実践されてい

る。例えば、現地採用の社員を積極的に本社での研修

に送り出し、世界各地から研修に参加するスタッフと

の意見交換の場を提供するよう努めておられるそうだ。

日本での新卒採用について伺うと、本社と海外支社と

の橋渡しが出来るようなグローバル人材を求めており、

意思疎通には、言葉の壁が低い方がより良いだろうと

仰っていた。なお、JAL では大学等への出張講座も、
積極的に行っているそうだ。老舗グローバル企業の視

点から、現地化の成果と課題、問題解決のために必要

とされる資質、海外の同業他社との差別化などについ

て、学生にご教示いただく機会をぜひ設けたい。 

 

 
写真9 搭乗までエスコートくださった遅塚氏（右） 

 
４ 訪問を振り返って 

今回のボストン訪問では、グローバル人材育成教育

に携わる教員自身が、グローバル人材としての資質を

アップデートし続ける必要性を改めて感じた。不慣れ

な街を一人で歩き、事故や犯罪に遭わず健康を維持し、

地図を読み、交通機関を利用して指定の場所に赴き、

初対面の人々と外国語で会談し、自国のビジネスパー

ソンらから話を聞き、現地の文化もそれなりに堪能し、

人々と交流する―こうした経験を定期的に繰り返すこ

とで、机上の空論ではないグローバル人材育成教育を

実践できるのだと思う。筆者が得たこの貴重な経験を、

まずは身近な学生に還元したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

論文賞はリニューアルされ、副賞のスポンサーであ

る近藤氏の当初からのご意向通り、今後は若手研究者

に限定して、ボストン訪問の機会が提供されることに

なる。これは素晴らしいことだと思う。ボストンは知

的な刺激に満ちた、それでいて人情味も感じさせる街

だ。歴史・文化・芸術・スポーツでの見どころも多い。

こうした表彰を通じて、学生・教職員等の区別なく、

若い世代の育成を進めるグローバル人材育成教育学会

に心からの敬意を表し、本学会のさらなる発展を祈念

する。学会入会当初から折に触れて論文投稿を勧めて

くださった小野博会長、執筆にあたり数々のご示唆を

頂戴した内田富男事務局長、拙稿を論文賞に選出くだ

さった理事各位、そして、素晴らしい副賞をご提供く

ださった近藤信之氏に、改めて感謝の意を表し、この

報告の結びとする。 
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[1] 横川綾子. (2016). TOEIC®600点 4年次進級要件導
入の現況と考察：小規模理系大学による野心的な試

み. グローバル人材教育研究, 第3巻第2号, 31-40. 
最終的に進級要件導入初年度の要件達成率は 98%
となり、関係者の予想を大幅に上回った。 
http://www.j-agce.org/wp- 
content/uploads/2017/04/31_Yokogawa.pdf 

[2] LEAGAL SEA FOODSはボストン市内やその周辺 
に展開しているシーフードレストランチェーンで、 
空港にも複数の店舗がある。 

[3] ハーバード大学サマーコース： 
https://www.summer.harvard.edu/summer-
courses 
高校生向けプログラムは2週間と7週間の2種類： 
https://www.summer.harvard.edu/high-school 
programs 

[4] ノースイースタン大学主催の海外派遣プログラム
Dialogue of Civilizationは学生に人気で、日本派遣
プログラムの2017年度競争率は2倍（25人定員に
50人が応募）とのこと。 

[5] 筆者が食したのは看板メニューの「頑鉄醤油ラーメ
ン」で、価格は14ドル。ベーシックな「醤油ラーメ
ン」は、お値頃な11ドルだ。ニューヨークにある人
気店「一蘭」では一杯約19ドルなので、15ドル前
後がアメリカのラーメン価格の相場なのだろう。 
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2.2 ノースイースタン大学 
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はノースイースタン大学との長い交流の歴史があり、

その縁で今回の訪問が実現した。毎年5月には米国か
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トンの街を一望できるオフィスで1時間ほどお話を伺
った。Vicino教授のオフィスがある建物は地下鉄の駅
（写真6）の向かいにあり、アクセスも申し分ない。 
 

 
写真6 地下鉄 Orange Lineの Ruggles駅 
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